
(57)【要約】

【課題】　PN間電圧を外れた電圧箇所でも正しく地絡箇

所の極性表示を行うことができ地絡箇所電圧の表示を精

度良く行えること。

【解決手段】　中性点接地のアース電流Ｉe、直流回路

のP極とアースEとの間の電圧Ｖpe、直流回路のアースE

とN極との間の電圧Ｖenを夫々測定する手段と、測定し

た各信号Ｉe、Ｖpe、Ｖenを用いて直流回路ドロッパの

前後の地絡事故判定可能な情報を出力する監視手段を備

え、この監視手段に電流Ｉeが所定値以上であって｜Ｖp

e／Ｉe｜が所定値以下の条件のときに電圧Ｖpeが正なら

ばドロッパ後の地絡箇所識別表示を行い、該条件のとき

に電圧Ｖpeが負ならばドロッパ前の地絡箇所識別表示を

行うP極側監視手段と、電流Ｉeが所定値以下であって｜

Ｖen／Ｉe｜が所定値以下の条件のときに電圧Ｖenが負

ならばドロッパ後の地絡箇所識別表示を行い、該条件の

ときに電圧Ｖenが正ならばドロッパ前の地絡箇所識別表

示を行うN極側監視手段を設ける。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 性 点 接 地 の ア ー ス 電 流 Ｉ eを 測 定 す る 手 段 と 、
　 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ peを 測 定 す る 手 段 と 、
　 直 流 回 路 の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ enを 測 定 す る 手 段 と 、
　 前 記 測 定 し た 各 電 気 デ ー タ Ｉ e、 Ｖ pe、 Ｖ enを 用 い て 直 流 回 路 ド ロ ッ パ の 前 後 の 地 絡 事
故 判 定 可 能 な 情 報 を 出 力 す る 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 事 故 判 定 可 能 な 情 報 は 、 地 絡 抵 抗 値 と 地 絡 位 置 識 別 情 報 と か ら な る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 は 、 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 上 で あ っ て 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ が 所 定 値 以 下
の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ peが 正 な ら ば 、 Ｖ pe／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の 地 絡
箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 当 該 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ peが 負 な ら ば 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示
す る と 共 に ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 う Ｐ 極 側 監 視 手 段 と 、
　 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 下 で あ っ て 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ が 所 定 値 以 下 の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが
負 な ら ば 、 Ｖ en／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 当 該
条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが 正 な ら ば 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 前 の 地
絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 う Ｎ 極 側 監 視 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 Ｐ 極 ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 は 「 ♯ 」 、 Ｐ 極 ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 は 「
＋ 」 、 Ｎ 極 ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 は 「 ＝ 」 、 Ｎ 極 ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示
は 「 － 」 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 内 部 抵 抗 と 、 ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 内 部 抵 抗 を 夫
々 接 続 す る こ と に よ っ て 分 圧 電 圧 を 設 定 す る 分 圧 電 圧 設 定 手 段 と 、
　 前 記 分 圧 電 圧 設 定 手 段 の 設 定 に よ る 第 １ の 分 圧 電 圧 に 基 づ く Ｐ Ｅ 間 の 電 圧 Ｖ pe１ 、 Ｅ Ｎ
間 の 電 圧 Ｖ en１ 、 ア ー ス 電 流 Ｉ e1を 読 み 込 ん だ 後 に 、 前 記 分 圧 電 圧 設 定 手 段 の 設 定 を 切 り
替 え て 第 ２ の 分 圧 電 圧 に 基 づ く Ｐ Ｅ 間 の 電 圧 Ｖ pe2、 Ｅ Ｎ 間 の 電 圧 Ｖ en2、 ア ー ス 電 流 Ｉ e2
を 読 み 込 み 、 両 設 定 の ア ー ス 電 流 の 差 Ｉ e1－ Ｉ e2の 差 が 所 定 の 範 囲 内 に あ る か 否 か を 判 定
し 、 所 定 の 範 囲 内 に あ る と き は 、 地 絡 箇 所 電 圧 Ｖ ｚ ＝ Ｖ en１ と し て 、 所 定 の 範 囲 内 に 無 い
と き は 、 近 似 式 Ｖ ｚ ＝ （ Ｉ e1＊ Ｖ en2－ Ｉ e2＊ Ｖ en1） ／ （ Ｉ e1－ Ｉ e2） に 基 づ い て 演 算 す
る 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 。 　 　
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 は 、 請 求 項 １ の 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 が 地 絡 発 生 判 定 を 行 っ た と
き に 起 動 し 、 前 記 地 絡 電 圧 表 示 と 地 絡 抵 抗 値 表 示 と を 切 り 替 え る 表 示 分 圧 電 圧 設 定 手 段 を
備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 中 性 点 接 地 の ア ー ス 電 流 Ｉ e、 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ pe、 直 流 回 路
の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ enを 測 定 し 、
　 前 記 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 下 の と き は 、 地 絡 抵 抗 Ｒ 64Dを 無 限 大 と し て 表 示 し 、
　 前 記 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 上 の と き は 、 次 に 電 流 値 が 所 定 値 以 上 か 以 下 か を 判 定
し 、
　 前 記 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 上 で あ っ て 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ が 所 定 値 以 下 の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ
peが 正 な ら ば 、 Ｖ pe／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、
当 該 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ peが 負 な ら ば 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 前
の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、
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　 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 下 で あ っ て 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ が 所 定 値 以 下 の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが
負 な ら ば 、 Ｖ en／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 当 該
条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが 正 な ら ば 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 前 の 地
絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 中 性 点 接 地 の ア ー ス 電 流 Ｉ e、 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ pe、 直 流 回 路
の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ enを 測 定 し て 記 憶 部 へ 保 存 し 、
前 記 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 上 の と き は 、 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 を 起 動 す る と 共 に 前
記 記 憶 部 に 保 存 さ れ て い る 各 電 気 デ ー タ を 用 い て 地 絡 抵 抗 演 算 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す
る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 主 に 発 変 電 設 備 や 工 場 設 備 な ど の 電 源 と し て 使 用 さ れ る 直 流 回 路 の 地 絡 を 監
視 す る 地 絡 監 視 装 置 お よ び 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 設 備 電 源 と し て 使 用 さ れ る 直 流 回 路 の 地 絡 抵 抗 や 地 絡 箇 所 電 圧 の 計 算 ・ 表 示 に 関
す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た と え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ア ー ス Ｅ へ の 出 力 電 流 Ｉ eが 正 の と き に は 、 直 流 地 絡 過 電
圧 継 電 器 （ ６ ４ Ｄ ） と 同 じ 等 価 回 路 で 測 定 し た 地 絡 抵 抗 値 Ｒ 64Dを 、 Ｒ 64D＝ Ｖ en／ Ｉ eに
よ っ て 計 算 し 、 ア ー ス Ｅ へ の 出 力 電 流 Ｉ eが 負 の と き に は 、 Ｒ 64D＝ Ｖ pe／ （ － Ｉ e） に よ
っ て 計 算 し 、 Ｉ eの 符 号 を 地 絡 の 極 性 と し て そ の 極 性 と 共 に 計 算 し た 地 絡 抵 抗 値 を 表 示 す
る と い う 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 同 文 献 に は 、 ま ず 、 Ｐ Ｅ 間 の 内 部 抵 抗 と Ｅ Ｎ 間 の 内 部 抵 抗 が 同 じ 状 態 で Ｖ pe、 Ｖ
en、 Ｉ eの ３ 測 定 量 を 測 定 し 、 続 い て 内 部 抵 抗 を 変 え て 同 様 に ３ 測 定 量 を 測 定 し 、 計 ６ 測
定 量 か ら 合 成 地 絡 抵 抗 や 地 絡 箇 所 電 圧 Ｖ zを 計 算 す る 手 法 が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － １ ７ ９ ２ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 従 来 の 方 式 は 、 Ｐ Ｎ 間 の 電 圧 箇 所 で の 地 絡 監 視 に は 有 効 で あ る が
Ｐ Ｎ 間 電 圧 を 外 れ た 電 圧 箇 所 で 地 絡 が 発 生 す る と 誤 っ た 極 性 を 表 示 し て し ま う と い う 問 題
が あ る 。 た と え ば 、 通 常 の 地 絡 監 視 装 置 は 、 図 １ ０ の よ う に 電 池 電 圧 を ド ロ ッ パ で 調 整 し
て 、 ド ロ ッ パ の 入 力 電 圧 、 た と え ば Ｄ Ｃ １ ２ ０ Ｖ を ド ロ ッ パ で 調 整 す る こ と に よ っ て Ｄ Ｃ
１ １ ０ Ｖ を 得 て い る 。 こ の Ｄ Ｃ １ ２ ０ Ｖ の 地 点 で 地 絡 す る と 、 従 来 方 式 で は 、 Ｒ Ｉ Ｎ ０ ＝
５ ０ ｋ Ω の と き 、 装 置 に 流 れ 込 む 電 流 Ｉ Ｅ は ２ ． ６ ｍ Ａ と な る 。 電 圧 Ｖ Ｐ Ｅ は ー １ ０ Ｖ で
あ る の で 、 表 示 抵 抗 値 Ｒ Ｅ は ー ３ ． ８ ｋ Ω と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 Ｐ 極 側 で 地 絡 が 発 生 し て い る に も か か わ ら ず Ｎ 極 側 で 地 絡 し て い る と い う 判
定 と な っ て し ま い 、 地 絡 箇 所 探 索 の 妨 げ に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 地 絡 の 無 い 状 態 で 地 絡 箇 所 電 圧 Ｖ zを 計 算 す る と 、 測 定 ノ イ ズ や 測 定 誤 差 の 影 響
が 大 き く な り 、 こ の た め 計 算 結 果 の ば ら つ き が 大 き く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の か か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 Ｐ Ｎ 間 電 圧 を 外 れ た 電 圧 箇 所 で
も 正 し く 地 絡 箇 所 の 極 性 表 示 を 行 う こ と が で き 、 地 絡 箇 所 電 圧 の 表 示 を 精 度 良 く 行 う こ と
の で き る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 わ る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 は 、 中 性 点 接 地 の ア
ー ス 電 流 Ｉ eを 測 定 す る 手 段 と 、 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ peを 測 定 す る
手 段 と 、 直 流 回 路 の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ enを 測 定 す る 手 段 と 、 前 記 測 定 し た 各
電 気 デ ー タ Ｉ e、 Ｖ pe、 Ｖ enを 用 い て 直 流 回 路 ド ロ ッ パ の 前 後 の 地 絡 事 故 判 定 可 能 な 情 報
を 出 力 す る 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 と を 備 え 、 特 に 、 前 記 事 故 判 定 可 能 な 情 報 は 、 地 絡 抵 抗 値 と
地 絡 位 置 識 別 情 報 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｐ Ｎ 間 電 圧 を は ず れ た 電 圧 箇 所 を 含 む 広 い 範 囲 で 直 流 回 路 の 地 絡 を 監 視 す
る こ と が で き 、 保 守 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 に 、 前 記 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 は 、 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 上 で あ っ て 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ が 所 定
値 以 下 の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ peが 正 な ら ば 、 Ｖ pe／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後
の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 当 該 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ peが 負 な ら ば 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ の 値
を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 う Ｐ 極 側 監 視 手 段 と 、 電 流 Ｉ eが 所
定 値 以 下 で あ っ て 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ が 所 定 値 以 下 の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが 負 な ら ば 、 Ｖ e
n／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 当 該 条 件 の と き に 電
圧 Ｖ enが 正 な ら ば 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示
を 行 う Ｎ 極 側 監 視 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ れ に よ り 、 直 流 回 路 の ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 で も 極 性 を 正 し く 表 示 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 Ｐ 極 ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 は 「 ♯ 」 、 Ｐ 極 ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所
識 別 表 示 は 「 ＋ 」 、 Ｎ 極 ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 は 「 ＝ 」 、 Ｎ 極 ド ロ ッ パ 後 の 地 絡
箇 所 識 別 表 示 は 「 － 」 に す る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 「 ＃ 」 の 符 号 は 、 「 ＋ 」 の 符 号 を 位 置 を ず ら し て ２ 度 印 刷 し た 形 を し て お り 、 Ｐ 極 の 電
圧 よ り も ＋ の 箇 所 で 地 絡 し て い る こ と を 表 示 す る の に 適 し て い る 。 ま た 、 「 ＝ 」 の 符 号 は
「 ― 」 の 符 号 を 位 置 を ず ら し て ２ 度 印 刷 し た 形 を し て お り 、 Ｎ 極 の 電 圧 よ り も ー の 箇 所 で
地 絡 し て い る こ と を 表 示 す る の に 適 し て い る 。 「 ＃ 」 「 ＝ 」 の 文 字 を 使 う こ と に よ り 、 ２
度 印 刷 の 負 担 を 軽 減 で き る 。 ま た 、 作 業 員 が 感 覚 的 に 認 識 し や す く 、 認 識 ミ ス の 削 減 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 わ る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 は 、 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の
内 部 抵 抗 と 、 ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 内 部 抵 抗 を 設 定 す る こ と に よ っ て 分 圧 電 圧 を 変 え る
分 圧 電 圧 設 定 手 段 と 、 前 記 分 圧 電 圧 設 定 手 段 の 設 定 に よ る 第 １ の 分 圧 電 圧 に 基 づ く Ｐ Ｅ 間
の 電 圧 Ｖ pe１ 、 Ｅ Ｎ 間 の 電 圧 Ｖ en１ 、 ア ー ス 電 流 Ｉ e1を 読 み 込 ん だ 後 に 、 前 記 分 圧 電 圧 設
定 手 段 を 切 り 替 え て 第 ２ の 分 圧 電 圧 に 基 づ く Ｐ Ｅ 間 の 電 圧 Ｖ pe2、 Ｅ Ｎ 間 の 電 圧 Ｖ en2、 ア
ー ス 電 流 Ｉ e2を 読 み 込 み 、 両 設 定 の ア ー ス 電 流 の 差 Ｉ e1－ Ｉ e2の 差 が 所 定 の 範 囲 内 に あ る
か 否 か を 判 定 し 、 所 定 の 範 囲 内 に あ る と き は 、 地 絡 箇 所 電 圧 Ｖ ｚ ＝ Ｖ en１ と し て 、 所 定 の
範 囲 内 に 無 い と き は 、 近 似 式 Ｖ ｚ ＝ （ Ｉ e1＊ Ｖ en2－ Ｉ e2＊ Ｖ en1） ／ （ Ｉ e1－ Ｉ e2） に 基
づ い て 演 算 す る 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 近 似 式 に よ る Ｖ ｚ の 計 算 の 前 に 、 ア ー ス 電 流 の 差 Ｉ e1－ Ｉ e2の 差 が 所 定 の 範 囲 内 に あ る
か 否 か を 判 定 し て 、 所 定 の 範 囲 内 に あ る と き は 地 絡 箇 所 電 圧 を Ｖ en１ と し て 表 示 す る た め
測 定 誤 差 の 影 響 を 受 け ず 精 度 の 高 い 地 絡 箇 所 電 圧 表 示 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 な お 、 前 記 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 は 、 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 が 地 絡 発 生 判 定 を 行 っ た と き に
起 動 し 、 前 記 地 絡 電 圧 表 示 と 地 絡 抵 抗 値 表 示 と を 切 り 替 え る 表 示 分 圧 電 圧 設 定 手 段 を 備 え
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る よ う に す れ ば 、 作 業 員 は 、 地 絡 判 定 を 迅 速 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 わ る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 方 法 は 、 中 性 点 接 地 の ア ー ス 電 流 Ｉ e、 直 流
回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ pe、 直 流 回 路 の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ enを
測 定 し 、 前 記 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 下 の と き は 、 地 絡 抵 抗 Ｒ 64Dを 無 限 大 と し て 表 示
し 、 前 記 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 上 の と き は 、 次 に 電 流 値 が 所 定 値 以 上 か 以 下 か を 判
定 し 、 前 記 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 上 で あ っ て 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ が 所 定 値 以 下 の 条 件 の と き に 電
圧 Ｖ peが 正 な ら ば 、 Ｖ pe／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行
い 、 当 該 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ peが 負 な ら ば 、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ
パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 電 流 Ｉ eが 所 定 値 以 下 で あ っ て 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ が 所 定 値
以 下 の 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが 負 な ら ば 、 Ｖ en／ Ｉ eの 値 を 表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 後 の
地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 い 、 当 該 条 件 の と き に 電 圧 Ｖ enが 正 な ら ば 、 ｜ Ｖ en／ Ｉ e｜ の 値 を
表 示 す る と 共 に ド ロ ッ パ 前 の 地 絡 箇 所 識 別 表 示 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 下 と い う 演 算 は 、 電 流 Ｉ eが 微 小 で あ る こ と を 判 定 す
る た め の 演 算 で あ る た め 、 実 質 的 に こ れ と 同 じ 内 容 の 演 算 方 法 も 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ま ず 電 流 Ｉ eに つ い て 判 定 を 行 う こ と に よ っ て 、 計 算 機 の 負 荷 を 軽 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 わ る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 方 法 は 、 中 性 点 接 地 の ア ー ス 電 流 Ｉ e、 直
流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ pe、 直 流 回 路 の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ en
を 測 定 し て 記 憶 部 へ 保 存 し 、 前 記 電 流 Ｉ eの 絶 対 値 が 所 定 値 以 上 の と き は 、 地 絡 箇 所 電 圧
演 算 手 段 を 起 動 す る と 共 に 前 記 記 憶 部 に 保 存 さ れ て い る 各 電 気 デ ー タ を 用 い て 地 絡 抵 抗 演
算 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 は 、 内 部 抵 抗 の 分 圧 を 切 り 替 え て 電 気 デ ー タ を 測 定 す る た め 、 測 定 の
た め に 通 常 数 分 オ ー ダ の 時 間 を 要 す る 。 地 絡 抵 抗 演 算 処 理 に お い て 、 収 集 し た 電 気 デ ー タ
の う ち 、 電 流 Ｉ eの 値 に よ っ て 地 絡 電 圧 演 算 手 段 を 起 動 し て か ら 記 憶 部 に 保 存 さ れ て い る
電 気 デ ー タ を 用 い て 地 絡 抵 抗 演 算 処 理 を 行 う よ う に す れ ば 、 地 絡 電 圧 演 算 結 果 を 迅 速 に 得
る こ と が で き 、 地 絡 事 故 等 の 復 旧 処 理 の 効 率 が 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の 如 く 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｐ Ｎ 間 電 圧 を 外 れ た 電 圧 箇 所 で も 正 し く 地 絡 箇 所 の 極 性 表
示 を 行 う こ と が で き 、 地 絡 が 発 生 し て い な い よ う な 場 合 で も 地 絡 箇 所 電 圧 の 表 示 を 精 度 良
く 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に よ る 直 流 回 路 の
地 絡 監 視 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 こ こ で 、 地 絡 監 視 装 置 １ は 、 中 性 点 接 地 の ア ー ス 電 流
Ｉ eを 測 定 す る Ｉ eデ ー タ 測 定 手 段 ６ 、 直 流 回 路 の Ｐ 極 と ア ー ス Ｅ と の 間 の 電 圧 Ｖ peを 測 定
す る Ｖ peデ ー タ 測 定 手 段 ５ 、 直 流 回 路 の ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 と の 間 の 電 圧 Ｖ enを 測 定 す る Ｖ en
デ ー タ 測 定 手 段 ７ 、 こ れ ら 各 測 定 手 段 ５ ～ ７ の 電 気 デ ー タ を 入 力 し て デ ー タ 処 理 を 行 う 中
央 演 算 処 理 部 ２ 、 入 力 し た デ ー タ や 演 算 結 果 を 記 憶 す る 記 憶 部 ３ 、 演 算 結 果 を 表 示 す る 表
示 部 ４ 、 お よ び 、 内 部 抵 抗 の 設 定 制 御 を 行 う 内 部 抵 抗 設 定 手 段 ８ ａ 、 ８ ｂ か ら 構 成 さ れ て
い る 。 測 定 手 段 ５ ～ ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に オ ペ ア ン プ 回 路 で 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 中 央 演 算 処 理 部 ２ は 、 測 定 手 段 ５ ～ ７ の 電 気 デ ー タ を 入 力 し 、 ま た 、 内 部 抵 抗 設
定 手 段 ８ ａ 、 ８ ｂ へ 制 御 指 令 を 出 力 す る 入 出 力 処 理 手 段 ２ １ 、 測 定 し た 各 電 気 デ ー タ Ｉ e
、 Ｖ pe、 Ｖ enの デ ー タ を 用 い て 地 絡 判 定 の た め の 演 算 を 行 い 、 そ の 演 算 結 果 を 表 示 部 ４ に
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対 し て 出 力 す る 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ を 備 え て い る 。 こ の 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ は 、 Ｐ 極
側 監 視 手 段 ２ ２ １ と Ｎ 極 側 監 視 手 段 ２ ２ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 上 記 の 構 成 を 有 す る 地 絡 監 視 装 置 １ の 動 作 を 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明
す る 。
ま ず 、 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ は 、 一 定 周 期 、 た と え ば 、 一 秒 周 期 で 起 動 さ れ 、 Ｐ 極 と ア ー
ス Ｅ の 間 （ 以 下 、 Ｐ Ｅ 間 ） お よ び ア ー ス Ｅ と Ｎ 極 の 間 （ 以 下 、 Ｅ Ｎ 間 ） の 内 部 抵 抗 を 設 定
す る （ Ｓ １ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 内 部 抵 抗 の 設 定 は 、 内 部 抵 抗 設 定 手 段 ８ ａ 、 ８ ｂ の 切 替 ス イ ッ チ に よ っ て 、 内 部 抵 抗 Ｒ
p、 Ｒ nを そ れ ぞ れ Ｐ 極 側 、 Ｎ 極 側 と 接 続 す る こ と に よ っ て 実 行 さ れ る が 、 図 ３ に 示 す よ う
に 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｑ １ 、 Ｑ ２ を 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ １ か ら の 制 御 指 令 に よ り 動 作 さ せ る こ
と に よ っ て 抵 抗 Ｒ p、 抵 抗 Ｒ nを そ れ ぞ れ ア ー ス Ｅ と 接 続 さ せ る よ う に し て も 良 い 。 こ れ に
よ っ て 、 電 圧 Ｖ peと 、 電 圧 Ｖ enが 測 定 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 ア ー ス 電 流 Ｉ eは 、 図 １ に 示 す よ う に ア ー ス か ら 装 置 内 部 へ 流 れ 込 む 方 向 を 正
と す る 。 ま た 、 電 圧 Ｖ peは 、 ア ー ス に 対 す る Ｐ 極 の 電 圧 で あ り 、 電 圧 Ｖ enは 、 Ｎ 極 に 対 す
る ア ー ス の 電 圧 で あ る 。 な お 、 抵 抗 Ｒ pと 抵 抗 Ｒ nは 、 中 性 点 接 地 と な る よ う に 分 圧 比 を 定
め る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 制 御 指 令 を 出 力 し て か ら 一 定 時 間 後 に 電 圧 Ｖ pe、 電 圧 Ｖ en、 電 流 Ｉ eを Ａ Ｄ 変 換 器 を 介
し て デ ジ タ ル 信 号 と し て 読 み 込 ん で 記 憶 部 ３ に 保 存 す る （ Ｓ １ ０ ２ 、 Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の 後 、 電 流 Ｉ eの 値 が ア ー ス 電 流 に 関 す る 所 定 値 ― δ ｉ か ら ＋ δ ｉ の 範 囲 内 に あ る か
否 か を 判 定 し て （ Ｓ １ ０ ４ ） 、 こ の 範 囲 内 に あ る 場 合 は 表 示 部 ４ に 対 し て 地 絡 抵 抗 Ｒ 64D
が 無 限 大 「 ∞ 」 （ あ る い は 十 分 大 き い ） と し て 表 示 出 力 を 行 う （ Ｓ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 方 、 電 流 Ｉ eの 値 が 所 定 値 ＋ δ ｉ 以 上 の と き は 、 Ｐ 極 側 監 視 手 段 ２ ２ １ に よ っ て 、
｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ を 計 算 し て 、 そ れ が 地 絡 抵 抗 に 関 す る 所 定 値 Ｒ MAXよ り も 大 き い か 否 か を 判
定 す る （ Ｓ １ ０ ６ ） 。 そ し て 、 Ｒ MAXよ り も 大 き い 場 合 は 、 表 示 部 ４ に 対 し て 地 絡 抵 抗 Ｒ 6
4Dが 無 限 大 「 ∞ 」 と し て 表 示 出 力 を 行 う （ Ｓ １ ０ ７ ） 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ に お い て
、 ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ が Ｒ MAX以 下 の 場 合 は 、 次 に 電 圧 Ｖ peの 正 負 を 判 定 し （ Ｓ １ ０ ８ ） 、 電 圧
Ｖ peが ０ ま た は 正 の と き は 、 地 絡 抵 抗 Ｒ 64Dと し て 「 ＋ 」 表 示 と 共 に Ｖ pe／ Ｉ eの 値 を 表 示
す る （ Ｓ １ ０ ９ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で 電 圧 Ｖ peが 負 の と き は 、 地 絡 抵 抗 Ｒ 64Dと し て 「
♯ 」 表 示 と 共 に ｜ Ｖ pe／ Ｉ e｜ の 値 を 表 示 す る （ Ｓ １ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 「 ＋ 」 表 示 は 、 Ｐ 極 の ド ロ ッ パ の 後 方 （ 通 過 後 ） の 位 置 で 地 絡 の 可 能 性 が あ る こ と
を 示 す も の で あ る 。 ま た 、 「 ♯ 」 表 示 は 、 Ｐ 極 の ド ロ ッ パ の 通 過 前 、 即 ち 、 整 流 器 側 で 地
絡 の 可 能 性 が あ る こ と を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 Ｖ pe／ Ｉ eま た は Ｖ en／ Ｉ enの 極 性 で 地 絡 箇 所 が Ｐ 極 側 か Ｎ 極 側 か の 判
定 を 行 う と 直 流 回 路 の ド ロ ッ パ 通 過 前 （ ド ロ ッ パ の 整 流 器 側 ） で 地 絡 事 故 が 起 き た 場 合 は
、 間 違 っ た 判 定 と な り 事 故 調 査 に 支 障 を 来 た す こ と に な る が 本 実 施 の 形 態 で は 、 Ｖ peま た
は Ｖ enの 値 に 基 づ い て Ｐ 極 側 、 Ｎ 極 側 の 地 絡 箇 所 の 判 定 を 正 確 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 特 に 電 流 Ｉ eを 常 時 監 視 し 、 そ の 値 が 所 定 値 を 超 え た か ど う か で Ｐ 極 側 監 視 手 段 ２ ２ １
ま た は Ｎ 極 側 監 視 手 段 ２ ２ ２ を 起 動 す る よ う に し た の で 、 地 絡 監 視 処 理 の 負 荷 を 軽 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 ５ は 本 実 施 の 形 態 に よ る 地 絡 監 視 装 置 １ の ブ ロ
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ッ ク 図 で あ る 。 図 １ と の 違 い は 、 中 央 演 算 処 理 部 ２ の 機 能 と し て 、 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段
２ ５ と 、 地 絡 抵 抗 と 地 絡 箇 所 電 圧 の 表 示 を 切 り 替 え る 表 示 切 替 手 段 ２ ６ を 備 え た こ と で あ
る 。 ま た 、 図 ３ の 内 部 抵 抗 設 定 手 段 は 、 図 ６ の よ う に 複 数 の 抵 抗 を 切 り 替 え て 設 定 可 能 に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 地 絡 箇 所 電 圧 Ｖ zの 計 算 式 と し て 、 以 下 の 近 似 式 情 報 が 記 憶 部 ３ に 保 存 さ れ て い る 。
Ｖ z＝ （ Ｉ e1＊ Ｖ en2－ Ｉ e2＊ Ｖ en1） ／ （ Ｉ e1－ Ｉ e2） 　 　 　 ・ ・ ・ 　 （ １ ）
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ の 動 作 を 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。
地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ は 、 装 置 １ に 設 け ら れ た 測 定 開 始 ボ タ ン （ Ｒ Ｐ Ｎ ボ タ ン ） を 押
す こ と に よ っ て 起 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ は 起 動 さ れ る と 、 ま ず 、 Ｐ Ｅ 間 、 Ｅ Ｎ 間 の 内 部 抵 抗 を 設 定 す
る （ Ｓ ２ ０ １ ） 。 具 体 的 に は 、 内 部 抵 抗 設 定 手 段 ８ ａ 、 ８ ｂ に 切 替 指 令 を 出 力 し て 、 中 性
点 接 地 と な る 抵 抗 の 組 合 せ で あ る 抵 抗 Ｒ 1p、 Ｒ 1nを 選 択 す る 。 そ し て 、 対 地 静 電 容 量 お よ
び Ａ Ｄ 変 換 器 の 動 作 時 間 を 考 慮 し た 一 定 時 間 後 に （ Ｓ ２ ０ ２ ） 、 Ｖ pe1、 Ｖ en1、 Ｉ e1を 同
時 に 読 み 込 ん で 記 憶 部 ３ に 保 存 す る （ Ｓ ２ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 Ｐ Ｅ 間 、 Ｅ Ｎ 間 の 内 部 抵 抗 を 切 り 替 え て 分 圧 電 圧 を 変 え る （ Ｓ ２ ０ ４ ） 。 こ の と
き 、 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ の 地 絡 判 定 結 果 に 基 づ い て 分 圧 比 を 変 え る よ う に す る と よ い 。
す な わ ち 、 Ｐ 極 地 絡 な ら ば 、 Ｐ 極 側 抵 抗 値 を 相 対 的 に 小 さ く 、 Ｎ 極 側 抵 抗 値 を 相 対 的 に 大
き く す る 方 向 で 分 圧 比 を 変 え る 。 逆 に 、 Ｎ 極 地 絡 な ら ば 、 Ｐ 極 側 抵 抗 値 を 相 対 的 に 大 き く
、 Ｎ 極 側 抵 抗 値 を 相 対 的 に 大 き く す る 方 向 で 分 圧 比 を 変 え る 。 図 ６ に お い て 、 Ｐ 極 地 絡 の
場 合 は 、 抵 抗 Ｒ 2pと 抵 抗 Ｒ 2n（ Ｒ 2p<Ｒ 2n） を 選 択 し 、 Ｎ 極 地 絡 の 場 合 は 、 抵 抗 Ｒ 3pと 抵
抗 Ｒ 3n（ Ｒ 3p>Ｒ 3n） を 選 択 す る よ う に す る 。 こ の よ う に 地 絡 発 生 方 向 へ 分 圧 電 圧 を 振 ら
す こ と に よ っ て 機 器 へ の ダ メ ー ジ を 少 な く す る こ と が で き る 。
そ し て 、 一 定 時 間 後 に 分 圧 電 圧 を 変 更 し て 測 定 し た 電 気 デ ー タ Ｖ pe2、 Ｖ en2、 Ｉ e2を 同 時
に 読 み 込 む （ Ｓ ２ ０ ５ 、 Ｓ ２ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ の 後 、 （ １ ） 式 の 分 母 が 所 定 値 の 範 囲 内 に あ る か 否 か を 判 定 し て （ Ｓ ２ ０ ７ ） 、 所 定
値 の 範 囲 内 に あ る 場 合 は 、 Ｖ z＝ Ｖ en1と し て （ Ｓ ２ ０ ８ ） 、 Ｖ ｚ の 値 を 表 示 す る （ Ｓ ２ １
０ ） 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ で 所 定 値 の 範 囲 に な い 場 合 は 、 上 記 （ １ ） 式 に 基 づ い て 地
絡 箇 所 電 圧 Ｖ zを 演 算 し て （ Ｓ ２ ０ ９ ） 、 こ の 結 果 を 表 示 す る （ Ｓ ２ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ で 演 算 結 果 を 表 示 す る 場 合 は 、 表 示 分 圧 電 圧 設 定 手 段 ２ ６ に 切
替 指 令 を 出 力 し て 地 絡 抵 抗 値 表 示 か ら 地 絡 箇 所 電 圧 表 示 へ 切 り 替 え る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 地 絡 箇 所 電 圧 Ｖ zの 算 出 で 使 用 さ れ る ２ つ の ア ー ス 電 流 の 差 が
小 さ い と き は 、 Ｖ z値 と し て 電 圧 Ｖ en1の 値 を 用 い る こ と と し た の で 、 不 安 定 な 表 示 を 防 止
す る こ と が で き る 。 特 に 、 外 来 ノ イ ズ 進 入 を 防 止 す る こ と に よ っ て 不 安 定 な 表 示 を 回 避 す
る こ と も で き る が 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 そ の よ う な ノ イ ズ 対 策 は 必 要 な く な り 、 ノ イ
ズ の 大 き な 環 境 で も 精 度 よ く 、 迅 速 な 演 算 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ は 、 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ の 処 理 で 抵 抗 が 無 限 大 以 外
の 判 定 に な っ た と き に 起 動 す る よ う に し て も 良 い 。 地 絡 箇 所 電 圧 の 測 定 は 抵 抗 を 切 り 替 え
て 演 算 す る た め 、 対 地 静 電 容 量 に よ り 測 定 表 示 に 数 分 の 時 間 が か か る 。 抵 抗 が 無 限 大 以 外
の 判 定 、 即 ち 、 地 絡 事 故 の 可 能 性 あ り の 判 定 に な っ た と き に 起 動 す る よ う に し て そ の 結 果
を 保 存 し て お け ば 作 業 員 は 直 ち に 地 絡 箇 所 電 圧 情 報 を 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 地 絡 箇 所 電 圧 を 効 率 的 に 取 得 す る た め の 実 施 例 を 説 明 す る 。
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図 ８ は 、 本 実 施 例 に 係 わ る 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
こ こ で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ の 処 理 は 、 図 ４ と 同 様 で あ る が 、 中 性 点
接 地 と し て 、 抵 抗 Ｒ 1p、 Ｒ 1nを 選 択 し て 、 そ の と き の 電 気 デ ー タ Ｖ pe1、 Ｖ en1、 Ｉ e1を 読
み 込 ん で 記 憶 部 ３ に 保 存 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 、 ア ー ス 電 流 Ｉ eが 所 定 値 δ i以 上 の と き は 、 Ｐ 極 側
地 絡 発 生 可 能 性 あ り と し て 、 内 部 抵 抗 を Ｒ 2p、 Ｒ 2nに 設 定 し て （ Ｓ １ １ ６ ） 、 地 絡 箇 所 電
圧 演 算 手 段 ２ ５ を 起 動 し た 後 に （ Ｓ １ １ ７ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ 以 降 を 実 行 す る 。
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 、 ア ー ス 電 流 Ｉ eが 所 定 値 ― δ i以 下 の と き は 、 Ｎ 極 側
地 絡 発 生 可 能 性 あ り と し て 、 内 部 抵 抗 を Ｒ 3p、 Ｒ 3nに 設 定 し て （ Ｓ １ １ ８ ） 、 地 絡 箇 所 電
圧 演 算 手 段 ２ ５ を 起 動 し た 後 に （ Ｓ １ １ ９ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ 以 降 を 実 行 す る 。
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ あ る い は ス テ ッ プ Ｓ １ １ １ 以 降 の 処 理 で は 、 記 憶 部 ３ に 保 存
さ れ て い る 電 気 デ ー タ Ｖ pe1、 Ｖ en1、 Ｉ e1を 用 い て 処 理 を 実 行 す る 。 そ の 他 、 各 ス テ ッ プ
の 処 理 は 図 ４ の 対 応 す る ス テ ッ プ の 処 理 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 図 ９ を 用 い て 、 本 実 施 例 に よ る 地 絡 箇 所 電 圧 表 示 手 段 ２ ５ の 動 作 を 説 明 す る 。 こ
の 図 の 各 ス テ ッ プ 番 号 は 、 図 ７ の ス テ ッ プ 番 号 に 対 応 し て い る 。 図 ９ に お い て 、 地 絡 箇 所
電 圧 表 示 手 段 ２ ５ は 起 動 さ れ る と 、 ま ず 、 対 地 静 電 容 量 お よ び Ａ Ｄ 変 換 器 の 動 作 時 間 を 考
慮 し た 一 定 時 間 後 に （ Ｓ ２ ０ ５ ） 、 電 気 デ ー タ Ｖ pe2、 Ｖ en2、 Ｉ e2を 読 み 込 む （ Ｓ ２ ０ ６
） 。 こ の 電 気 デ ー タ は 、 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ に よ っ て 分 圧 電 圧 が 変 更 さ れ た 状 態 の 電 気
デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の 伝 記 デ ー タ と 記 憶 部 ３ に 保 存 さ れ て い る 中 性 点 接 地 で の 電 気 デ ー タ Ｖ
pe1、 Ｖ en1、 Ｉ e1を 用 い て ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ 以 降 の 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 例 に よ れ ば 、 中 性 点 接 地 で の 電 気 デ ー タ を 記 憶 部 に 保 存 し つ つ 、 地 絡 抵 抗 監 視 手
段 ２ ２ に よ っ て 、 地 絡 抵 抗 の 演 算 を 行 い 、 地 絡 発 生 可 能 性 あ り の 判 定 と な っ た と き に 、 地
絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ を 起 動 す る と 共 に 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ は 、 記 憶 部 の デ ー タ を 用
い な が ら 地 絡 抵 抗 演 算 を 継 続 す る 。 ま た 、 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ は 、 一 定 時 間 後 に 分
圧 電 圧 の 変 更 さ れ た 状 態 で の 電 気 デ ー タ を 読 み 込 む と 共 に 記 憶 部 ３ に 保 存 さ れ て い る 中 性
点 接 地 で の 電 気 デ ー タ を 用 い て 地 絡 箇 所 電 圧 の 演 算 を 行 う の で 、 地 絡 抵 抗 の 監 視 に 支 障 を
来 た す こ と な く 地 絡 発 生 時 の 地 絡 箇 所 電 圧 デ ー タ を 早 く 取 得 す る こ と が で き 、 地 絡 事 故 等
に お け る 調 査 復 旧 作 業 を 迅 速 に 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 各 デ ー タ 測 定 手 段 ５ ～ ７ の 回 路 構 成 図 の 一 例 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 内 部 抵 抗 設 定 手 段 の 他 の 実 施 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 直 流 回 路 の 地 絡 監 視 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 内 部 抵 抗 設 定 手 段 ８ ａ 、 ８ ｂ の 切 替 動 作 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ の 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ の 地 絡 抵 抗 監 視 手 段 ２ ２ の 他 の 実 施 例 に よ る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ５ の 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段 ２ ５ の 他 の 実 施 例 に よ る 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 直 流 回 路 の ド ロ ッ パ 前 で 地 絡 が 発 生 し た と き の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 １ 　 地 絡 監 視 装 置
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　 　 ２ 　 中 央 演 算 処 理 部
　 　 ３ 　 記 憶 部
　 　 ４ 　 表 示 部
　 　 ５ 　 Ｖ peデ ー タ 測 定 手 段
　 　 ６ 　 Ｉ eデ ー タ 測 定 手 段
　 　 ７ 　 Ｖ enデ ー タ 測 定 手 段
　 　 ８ 、 ８ ａ 、 ８ ｂ 　 内 部 抵 抗 設 定 手 段
　 　 ２ ２ 　 地 絡 抵 抗 監 視 手 段
　 　 ２ ５ 　 地 絡 箇 所 電 圧 演 算 手 段
　 　 ２ ６ 　 表 示 切 替 手 段
　 ２ ２ １ 　 Ｐ 極 側 監 視 手 段
 ２ ２ ２ 　 Ｎ 極 側 監 視 手 段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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